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 意見 健康被害が生じた場合は、医療費の自己負担分、医療手当は、医療法人社団主体会
が負担することを、計画書、説明書に記載する。
医療法人社団主体会の補償制度(別紙様式第十三号)についても説明する。

新規研究計画の審議

上田　誠

我々は、筋力水準の高い者に対する新たな筋力評価方法として片脚30秒立ち上がり
テスト（片脚CS-30）が有効であるかどうかを検討し、片脚CS-30は脚伸展筋力と相関が
あることを報告した。
スポーツ現場では傷害発生要因が多数あり、その中でも筋力は重要な要因の１つであ
る。バスケットボール選手において、片脚着地時の膝外反角度は傷害発生と関係があ
るとされており、臨床的には下肢筋力低下が膝外反角度に影響を及ぼしている印象は
あるが、そのような報告はない。そこで今回の研究は、高校バスケットボール部に所属
する選手に対して片脚CS-30を含むメディカルチェックを実施し、片脚CS-30と片脚着
地時の膝外反角度との関係性を明らかにすることを目的とする。また、片脚CS-30と傷
害発生との関連も調査する。
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高校バスケットボール選手における片脚30秒立ち上がりテストと傷害発生との関連


